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第５次総合計画・前期実施計画事業推進状況報告書 
 平成２１年９月２９日現在 

事務事業名 耐震補強事業 
所属 

（支所） 

教育部教育総務課 

（倉渕教育課） 

実施期間 平成１９年度～全期 事業の種類 ハード事業 

【 事 業 概 要 】 

対象（誰を、何を） 学校施設 

実施目的（どういった状態に） 具体的手段（どういった手段で） その他（全体計画等） 

心身共にゆとりのある学校生活を送るた

めの安全な環境を維持することを目的とす

る。学校施設は災害時に避難場所となること

からも、耐震性の確保は非常に重要であり、

耐震性の低い施設の計画的な改修を図る。 

新耐震設計基準施行以前の建物につい

て、耐震診断を実施する。診断の結果「補強

必要」と判定された建物については、耐震補

強設計、耐震補強工事を実施する。 

平成２１年４月１日時点 

昭和５６年以前２５９棟 

改善済（補強等）７９棟 

補強等予定１８０棟 

【 年 度 別 事 業 計 画 】 

平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

耐震診断 

耐震補強設計 

耐震補強工事 

耐震診断 

耐震補強設計 

耐震補強工事 

耐震診断 

耐震補強設計 

耐震補強工事 

耐震診断 

耐震補強設計 

耐震補強工事 

耐震診断 

耐震補強設計 

耐震補強工事 

【 年 度 別 推 進 状 況 】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
決算額 ２ ０ 年 度 事 業 実 績 

合計 339,649 218,020 

国 158,137 93,889 

県 - - 

地方債 134,200 77,200 

その他 - - 

一般 47,312 46,931 

   

■耐震診断 ７校１６棟 

 西部小１棟、倉賀野小２棟、第一中１棟、片岡中２棟、佐野中１棟、大類中８棟、 

 倉賀野中１棟 

■耐震補強設計 ６校１３棟 

 八幡小３棟、岩鼻小３棟、西部小２棟、箕輪小１棟、車郷小１棟、第一中３棟 

■耐震補強工事 ６校１３棟 

 京ケ島小１棟、片岡小３棟、北小１棟、東部小５棟、六郷小２棟、新町第二小１棟 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額
２ １ 年 度 事 業 内 容 

合計 487,113 - 

国 140,158 - 

県 - - 

地方債 207,500 - 

その他 - - 

一般 139,455 - 

   

■耐震診断 ９校１７棟 

 北部小２棟、大類小１棟、中居小２棟、乗附小３棟、六郷小２棟、堤ヶ岡小１棟、 

 長野郷中２棟、佐野中３棟、片岡中１棟 

■耐震補強設計 ８校１５棟 

 西部小１棟、倉賀野小２棟、倉渕中央小２棟、第一中１棟、片岡中２棟、 

 佐野中１棟、大類中５棟、倉賀野中１棟 

■耐震補強工事 ７校１４棟 

 八幡小３棟、岩鼻小３棟、西部小２棟、箕輪小１棟、車郷小１棟、北部小１棟、 

 第一中３棟 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額
２ ２ 年 度 事 業 計 画 

合計 - - 

国 - - 

県 - - 

地方債 - - 

その他 - - 

一般 - - 

   

■耐震診断 

■耐震補強設計 

 前年度の診断の結果、補強必要と判定された棟について補強設計を実施 

■耐震補強工事 

 前年度に耐震補強設計を行った棟について補強工事を実施 
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第５次総合計画・前期実施計画事業推進状況報告書 
 平成２１年９月２９日現在 

事務事業名 学校体育施設整備事業 
所属 

（支所） 

教育部教育総務課 

（倉渕教育課） 

実施期間 全期 事業の種類 ハード事業 

【 事 業 概 要 】 

対象（誰を、何

を） 
学校体育施設 

実施目的（どういった状態に） 具体的手段（どういった手段で） その他（全体計画等） 

心身共に健全でゆとりのある学校生活を

送るための安全な環境を維持すること及びス

ポーツの振興に資することを目的とする。学

校施設は災害時に避難場所となることから

も、安全性の確保は非常に重要である。 

老朽化した屋内運動場及びプールの改築

を行う。また、プールの新築も行う。 

【屋内運動場】平成２０～２１年度

箕郷中･倉渕中･新町第一小改築

【プール】平成２１年度 

新町第一小改築、 

箕郷・倉渕中新築 

【 年 度 別 事 業 計 画 】 

平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

新町第一小屋体改築 

箕郷中屋体改築 

倉渕中屋体改築 

新町第一小屋体改築 

箕郷中・倉渕中屋体改築

新町第一小プール改築 

箕郷・倉渕中プール新築 

養護学校プール改築 

 プール改築 プール改築 

【 年 度 別 推 進 状 況 】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
決算額 ２ ０ 年 度 事 業 実 績 

合計 423,939 167,328 

国 79,323 46,985 

県 - - 

地方債 301,700 103,700 

その他 - - 

一般 42,916 16,643 

   

■倉渕中学校屋内運動場建設事業 

 用地測量、改築工事に着手 

 ・ 改築屋内運動場 

   構造規模：鉄骨造平家建て、延床面積１,４７５㎡（武道場４２２㎡を含む） 

   契約額  ：３９９,４２０,０００円（平成２０年９月３０日～平成２１年７月１０日） 

■倉渕中学校プール建設事業 

 ・ プール設計 契約額：１,８９０,０００円（平成２０年７月１５日～平成２０年１２月２６日） 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額
２ １ 年 度 事 業 内 容 

合計 350,429 - 

国 53,638 - 

県 - - 

地方債 263,500 - 

その他 - - 

一般 33,291 - 

   

■倉渕中学校屋内運動場建設事業 

 屋内運動場・武道場建設工事、外構工事、既存屋内運動場解体工事等 

■倉渕中学校プール建設事業 

 構造規模：ステンレス製、２５ｍプール・水面積２３５㎡ 

 契約額  ：８３，４２２，５００円（平成２１年９月１９日～平成２２年３月１８日） 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額
２ ２ 年 度 事 業 計 画 

合計 - - 

国 - - 

県 - - 

地方債 - - 

その他 - - 

一般 - - 
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第５次総合計画・前期実施計画事業推進状況報告書 
 平成２１年９月２９日現在 

事務事業名 橋りょう再整備事業 
所属 

（支所） 

建設部土木課 

(建設課) 

実施期間 平成１９年度～全期 事業の種類 ハード事業 

【 事 業 概 要 】 

対象（誰を、何を） 昭和５５年以前に架設された橋りょう 

実施目的（どういった状態に） 具体的手段（どういった手段で） その他（全体計画等） 

昭和５５年以前の橋りょうについては明確な耐

震基準が適用されておらず、阪神大震災では

これらの橋梁が重大な被害を受けている。新

潟中越地震では、耐震補強された橋梁につい

ては甚大な被害が報告されておらず、橋梁の

耐震補強の重要性が示された。橋りょうの再

整備を行い、大規模地震等の災害に強いまち

を構築する。 

現行の耐震基準に適合するように既

存橋梁の耐震補強化を図るとともに、

老朽化した橋梁の更新を行う。 

 

 

 

 

架設年次が昭和５５年以前

で橋長 15ｍ以上の橋りょう

数 227 橋 

【 年 度 別 事 業 計 画 】 

平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

烏川橋詳細設計 

 

 

 

烏川橋架替工事 

豊岡陸橋詳細設計 
浜尻陸橋補修工事 

烏川橋架替工事 
豊岡陸橋耐震補強工事

 

烏川橋架替工事 
豊岡陸橋耐震補強工事 

浜尻陸橋補修工事 

烏川橋架替工事 
豊岡陸橋耐震補強工事

浜尻陸橋補修工事 

【 年 度 別 推 進 状 況 】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
決算額 ２ ０ 年 度 事 業 実 績 

合計 30,000 22,355

国 ― ― 

県 ― ― 

地方債 ― ― 

その他 ― ― 

一般 30,000 22,355

  

 烏川橋  測量設計(詳細)業務委託 

地元説明会 

        河川占用手続き等関係部署の協議 

        

 

 

 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２ １年 度 事 業 内 容 

合計 10,700 ―

国 ― ― 

県 ― ― 

地方債 ― ― 

その他 ― ― 

一般 10,700 ― 

  

烏川橋  河川占用等許可申請 

      用地取得及び物件補償等      

地元説明会 

区分 

(千円) 

当初  

予算額 

決算 

見込額 
２ ２ 年 度 事 業 計 画 

合計 ― ―

国 ― ― 

県 ― ― 

地方債 ― ― 

その他 ― ― 

一般 ― ―

  

 烏川橋 仮設道路設置（右岸） 

仮設橋台・橋脚設置 
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第５次総合計画・前期実施計画事業推進状況報告書 
 平成２１年９月２９日現在 

事務事業名 倉渕地域ふるさと住宅等整備事業 
所属 

（支所） 

建設部建築住宅課 

（建設課） 

実施期間 平成 20 年度～平成 21 年度 事業の種類 ハード事業 

【 事 業 概 要 】 

対象（誰を、何を） 倉渕地域ふるさと住宅 

実施目的（どういった状態に） 具体的手段（どういった手段で） その他（全体計画等） 

倉渕地域における子育て世代などの定住促進

を図るため、地域の実情や入居希望者のニー

ズにあった住宅の整備を行い、安全で快適な

住宅環境づくりを推進する。 

戸建型住宅の建設とこれに伴う道路を

整備する。 

 

 

平成 20 年度 

 用地取得・設計・積算・戸

建住宅木造 6 棟 6 戸 

平成 21 年度 

 戸建住宅木造 6 棟 6 戸 

【 年 度 別 事 業 計 画 】 

平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

用地取得 8,773 ㎡ 

設計積算 

造成工事 

戸建型住宅建設 6 戸 

（過疎債） 

設計積算 

戸建型住宅建設 6 戸

（過疎債） 

   

【 年 度 別 推 進 状 況 】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
決算額 ２ ０ 年 度 事 業 実 績 

合計 190,530 183,609

国 ―    5,749 

県 ― ― 

地方債 122,200 111,700 

その他 ― ― 

一般 68,330 66,160

  

用地取得 8,773 ㎡ 

住宅設計積算 

造成工事 4,980 ㎡（道路 777 ㎡ 住宅 12 区画等 4,203 ㎡） 

戸建型住宅建設 6 戸 (木造平屋建 79.5 ㎡/戸) 

 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２ １ 年 度 事 業 内 容 

合計 109,771 ―

国 ―   ― 

県 ― ― 

地方債 81,800 ― 

その他 ― ― 

一般 27,971 ―

  

戸建型住宅建設 6 戸(木造平屋建 79.5 ㎡/戸) 

外構工事(フェンス設置・敷砂利等) 

区分 

(千円) 

当初  

予算額 

決算 

見込額 
２ ２ 年 度 事 業 計 画 

合計 ― ―

国   ―   ― 

県 ― ― 

地方債 ― ― 

その他 ― ― 

一般 ― ―
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第５次総合計画・前期実施計画事業推進状況報告書 
 平成２１年９月２９日現在 

事務事業名 簡易水道整備事業 
所属 

（支所） 

水道局経営企画課 

（建設課） 

実施期間 平成 18 年度～全期 事業の種類 ハード事業 

【 事 業 概 要 】 

対象（誰を、何を） 簡易水道 

実施目的（どういった状態に） 具体的手段（どういった手段で） その他（全体計画等） 

簡易水道の安定供給を図る。 簡易水道施設の整備及び維持管理を

行う。 

【簡易水道事業等】 

倉渕支所管内８事業、箕郷

支所管内３事業、榛名支所

管内８事業 

【 年 度 別 事 業 計 画 】 

平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

施設の整備、維持管

理、水質検査 
施設の整備、維持管

理、水質検査 
施設の整備、維持

管理、水質検査 
施設の整備、維持管

理、水質検査 
施設の整備、維持管

理、水質検査 

【 年 度 別 推 進 状 況 】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
決算額 ２ ０ 年 度 事 業 実 績 

合計 161,908 150,425 

国 ― ― 

県 ― ― 

地方債 ― ― 

その他 95,784 86,815 

一般 66,124 63,610 

   

■施設整備７施設、維持管理・水質検査１９施設 

施設整備 

中部簡易水道 相間増圧ポンプ場受水槽更新工事(1 基) 

三ノ倉簡易水道 配水管布設工事(L=250ｍ) 

相満簡易水道 導水管・配水管布設替工事（L=1,010ｍ) 

川浦小水道 配管図作成・配水流量計設置(φ50mm) 

維持管理・水質検査  

簡易水道(中部・三ノ倉・川浦・相満)  

小水道(川浦・西ケ渕・小倉・水沼)      

 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２ １ 年 度 事 業 内 容 

合計 169,557 ― 

国 ― ― 

県 5,125 ― 

地方債 ― ― 

その他 95,132 ― 

一般 69,300 ― 

   

■施設整備６施設、維持管理・水質検査１８施設 

施設整備 

中部簡易水道 配水管布設替工事（（L=883ｍ) 

三ノ倉簡易水道 第 3 配水池設備工事(滅菌機・残塩計・水位計) 

相満簡易水道 導水管・配水管布設替工事（L=1,435ｍ) 

維持管理・水質検査  

簡易水道(中部・三ノ倉・川浦・相満) 

小水道(川浦・西ケ渕・小倉・水沼) 

 

区分 

(千円) 

当初   

予算額 

決算 

見込額 
２ ２ 年 度 事 業 計 画 

合計 ― ― 

国 ― ― 

県 ― ― 

地方債 ― ― 

その他 ― ― 

一般 ― ― 

   

■施設整備、維持管理・水質検査１８施設 

施設整備 

中部簡易水道 配水管布設替工事 

三ノ倉簡易水道 配水管布設替工事 

相満簡易水道 導水管・配水管布設替工事 

維持管理・水質検査  

簡易水道(中部・三ノ倉・川浦・相満) 

小水道(川浦・西ケ渕・小倉・水沼) 
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第５次総合計画・前期実施計画事業推進状況報告書 
 平成２１年９月２９日現在 

事務事業名 小栗の里整備事業 
所属 

（支所） 

地域振興部地域づくり推進課 

（倉渕支所地域振興課） 

実施期間 平成 1８年度～平成２２年度 事業の種類 ハード事業 

【 事 業 概 要 】 

対象（誰を、何を） 市民、観光客 

実施目的（どういった状態に） 具体的手段（どういった手段で） その他（全体計画等） 

地域の活性化を図るため、市

民や観光客が、憩い楽しめる

倉渕地域の情報発信基地の

要素をもった拠点施設を整備

する。 

倉渕地域の自然や観光、小栗上

野介の歴史遺産などを活用した

施設整備を行なう。 

平成18・19 年度に委員会の開催、19 年度に委員会の開催

と基本構想を策定、20 年度に基本計画の策定、21 年度に

基本設計、用地買収、22年度に施設整備、関連施設整備。

平成 18 年度からの全体事業費 680,946 千円、平成 21 年

度までの進捗率 1％ 

【 年 度 別 事 業 計 画 】 

平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

基本計画の作成 

 

 

 

基本設計 

実施設計(3,000 万円) 

用地買収(5,000 万円) 

施設整備 

(55,000 万円) 

関連史跡整備 

(5,000 万円) 

  

【 年 度 別 推 進 状 況 】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
決算額 ２ ０ 年 度 事 業 実 績 

合計 ４１７ ６０１ 

国 ― ― 

県 ― ― 

地方債 ― ― 

その他 ― ― 

一般 ４１７ ６０１ 

   

■小栗の里整備基本計画策定 

■小栗の里整備基本計画策定連絡会議の開催 

委  員 ：庁内関係部課長 ２２人     開催回数３回 

■小栗の里整備基本計画策定連絡会議専門部会の開催 

委  員 ：庁内関係課担当係長 １８名  開催回数４回 

■小栗の里物販施設等の意見を聴く会（１７団体２２名）  開催回数１回 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２ １ 年 度 事 業 内 容 

合計 ５，６０８ ― 

国 ― ― 

県 ― ― 

地方債 ― ― 

その他 ― ― 

一般 ５，６０８ ― 

   

■高崎市小栗の里整備事業「道の駅」事例調査業務委託  

  契約金額 ４７２，０００円   委託期間 平成２１年７月 ６日～８月２４日 

■高崎市小栗の里整備事業「道の駅」基本方針提案業務委託 

  契約金額 ４９３，５００円   委託期間 平成２１年７月１０日～８月２４日 

■高崎市小栗の里整備基本計画詳細検討業務委託 

  予算限度額：４，０００，０００円  委託期間 平成２１年１１月１日～３月１日 

  委 託 内 容：倉渕支所周辺施設のコンバーション基本計画、施設の管理運営方法等 

  契約の相手方の選定方法：指名型プロポーザル方式 

  第１回選考委員会 平成２１年９月２４日、第２回選考委員会 平成２１年１０月２７日 

■推進体制の整備 

庁内体制：小栗の里整備事業庁内推進連絡会議、倉渕支所周辺施設利活用検討会議の

設置 

市民参加型会議：小栗の里拠点施設建設懇話会、物販関係ワーキンググループの設置 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２ ２ 年 度 事 業 計 画 

合計 ― ― 

国 ― ― 

県 ― ― 

地方債 ― ― 

その他 ― ― 

一般 ― ― 

   

■拠点施設の基本設計及び実施設計 

■小栗の里拠点施設建設懇話会及び小栗の里整備事業庁内推進連絡会議等の運営 
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小栗の里基本計画詳細検討及び推進体制イメージ図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

物販関係ワーキンググループ 

 
◆構成 
農業生産者グループ、農林産物
直売参加希望者、JA はぐくみ農
業協同組、烏川流域森林組合、
倉渕商工会ほか（予定）  

◆所掌事務 
・物販施設の規模及び運営に関す
る調査・研究  
・その他            

高崎市長  議 会  
報告  

小栗の里整備事業庁内推進連絡会議 

◆構成員２1 名 
 関係部局長８名  
関係課（室）長１３名  

◆所掌事務 

・基本計画の詳細検討及び取りまと
め  

・拠点施設整備並びに施設の管理運
に関する庁内連絡・調整  

・その他  

小栗の里拠点施設建設懇話会 

 
◆構成員 
・学識経験者、関係機関、関係団
体の代表者  

◆所掌事務 
・基本計画詳細検討全般に関する
意見、提言、助言  

・施設の管理運営に関する意見  
・その他  

事務局：倉渕支所地域振興課、地域振興部地域づくり推進課  

コンサルタント  

意見  
助言  

素案  
提示  

報告・提案

ワーキンググループ 
◆構成１５名 
 倉渕支所長、地域づくり推進課
長、倉渕地域振興課長  
関係課（室）担当係長１２名  

◆所掌事務 
・連絡会議に付する事項の調査・研
究・資料の整理等  

倉渕支所周辺施設利活用検討会議 

◆構成７名 
 倉渕支所長、倉渕支所各課長  
◆所掌事務 
・倉渕支所周辺施設の利活用の在り
方に関する調査・研究等  

倉渕地域審議会  
諮問

答申

計画案  

情報提供  情報提供  

【行政内部組織】  【外部組織（市民参加型会議） 


